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事業者名 株式会社　阿蘇ナチュラル・ジェイファーム

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

安心安全な食品を提供することにより、消費者、取引事業者、社員の満足度、利益を守ることが出来る事業
を推進していきます。客観性と透明性の高い経営を実現することで「持続可能な食」に貢献する企業を目
指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値およ
び更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

プラスチック製包装資材の使用削減
プラスチック製包装資材の使用
2026年3％削減(2023年比)

社会

経済

環境

食品ロスの削減による食品資源の有効利用
食材の不可食部分を含んだ食品ロ
ス
2026年3％削減(2023年比)

社会

経済

環境

年齢性別経験を問わない中途採用の実施
中途採用人数
2023年　1人　→　2026年　2人

社会

経済

消費者、取引事業者、当社の三者一体となって、強固な信頼関係にあるトライアングルを構築し、社内においては環境、衛生の法
令遵守の教育、管理体制の強化を図ると共に、働きやすい職場環境の整備を図る。消費者から戴くご意見、ご要望に柔軟に対応
し、その旨を随時情報発信する。取引業者とは、年2回程度お互いの要望、取り組みを話し合い、持続した取引が可能となる体制
を構築する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

2023年5％削減

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

プラスチック製包装資材の使用削減
プラスチック製包装資材の使用
5％削減を実施する（2020年
比）

食品衛生法に基づく製造工程において、プラスチック製包装資材に替わ
るものを探すことに難航している。
過剰な華美の包装を止め、コロナ等の影響で、製造量を抑えたのでほぼ
達成できた。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

食材の不可食部分を含み、食品ロス5％
削減を実施する（2020年比）

前期の指標に対する実績

食品ロスの削減による食品資源の有効利用

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

レストラン部門において、食べ残し料理を持ち帰りできるようにした。ま
た、ハム・ソーセージ・ベーコン等の製造過程において発生する端材を総
菜等の原材料として使用し削減に取組した。
賞味期限が近づく商品も積極的に販売を行い食品ロスを削減した。

三側面
（分野に☑）

近年、人手不足により募集採用に苦慮している。
大手採用募集会社等を利用して、年齢性別経験を問わない
中途採用の旨を表記して募集している。

2023年　2名採用
2024年　1名採用

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2023年5％削減

年齢性別経験を問わない中途採用の実施
中途採用の実施の有無（2020年比）
2021年　未実施
2024年　実施経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


